
午前

山下
【循環器】

荒木 亨江
【脳神経】

坂本 啓二
【肝臓

/名誉院長】

各 種 外 来

佐田 こころ
【糖尿病

/大分大学】

古城 顕央
【循環器

/大分大学】

院長　小野
【総合診療】

※1

院長　小野
【総合診療】

※1

佐藤 弘樹
【循環器

/大分大学】

山下
【循環器】

山下
【循環器】内田　晋

【脳神経
/サンライズ酒井病院】

石井 稔浩
【呼吸器/第2週

/大分大学】 佐藤 孝生
【消化器内科

/大分三愛ＭＣ】宮崎 英士
【呼吸器/第4週

/大分大学】

内 科 午前
守田（未）
佐藤（雄）

江本
藤原

守田（和）
木本

佐藤（大）

木本
森

川邉 鴻志郎
【大分大学】

佐藤（大）
江本

守田（和）
守田（未）
佐藤（雄）

渡邉
川邉 鴻志郎
【大分大学】

外 科
胃 腸 科 午前

休診
予約診療のみ
10 時まで受付

副院長　石尾 荒金 副院長　石尾 副院長　石尾

小 児 科
※ 2

午前 半田 半田 半田 半田 半田

午後 半田（予約制）
半田（予約制）
※第 3 水曜以外

半田（予約制）

小 児
アレルギー
外 来

第３水曜
午後

整 形 外 科
※ 3 午前 北原 北原 日野 瑛太

【大分大学】

脊椎外来
熊丸 浩仁

【九大別府病院】
《完全予約制》

赤瀬 広弥
【大分大学】

泌 尿 器 科
耳鼻咽喉科
皮 膚 科
眼 科

神 経 内 科

嚥 下 外 来

午前
午前
午前
午前

第１・2・4
土曜午前

水曜午前

藤井
大分大学

藤井

大分大学
大分大学

藤井 藤井
大分大学

大分大学

藤井

《完全予約制》※予約に関しては地域連携室へご連絡ください）

職員募集

災害に備える ― 山香病院 YMAT と医療 MaaS 車両の取り組み

　1 月 17 日は阪神・淡路大震災が発生した日であり、「防災とボランティアの日」と定め

られています。また、3 月 11 日は東日本大震災が発生した日でもあり、この時期は災害へ

の備えについて改めて考える大切な機会です。さらに近年では、令和 6 年に発生した石川・

能登地震をはじめ、熊本地震や鳥取・島根地震など、日本各地で大きな地震が相次いでい

ます。これらの災害は、「災害はいつ、どこで起こっても不思議ではない」という現実を

私たちに突き付けています。

　こうした状況を踏まえ、当院では、災害発生時に地域医

療を守るための災害医療チームとして、YMAT（ワイマッ

ト：Yamaga Medical Assistance Team）を編成していま

す。YMAT は、災害派遣医療チーム（＊DMAT）の考え方

や活動理念を参考にし、「山香」の頭文字である「Y」を用

いて名付けられた、当院独自の災害医療チームです。

　YMAT は、地震や豪雨などの災害時に、病院として迅

速かつ的確な対応ができるよう、平時から備えを進めています。災害時の連絡体制の確認、

患者様や入院患者様の安全確保、医療資機材や医薬品の管理、停電や断水などライフライ

ン停止を想定した対応手順の確認などが主な取り組みです。過去の災害では、医療機関自

体が被災し、十分な医療を提供できなくなるケースもありました。その教訓を生かし、当

院では定期的な防災訓練を行い、職員一人ひとりが自分の役割を理解し、落ち着いて行動

できる体制づくりに努めています。

　こうした取り組みの一環として、当院では医療 MaaS 車両を新たに導入しました。医療

MaaS 車両は、医療機器を搭載し、必要に応じて医療を提供できる移動型の車両です。平常時には地域医療の充

実を目的とした活用が期待される一方、災害時にはその機動性を生かし、被災状況に応じた医療支援を行うこと

が可能となります。

　この医療 MaaS 車両には、衛星通信システム「スターリンク」が搭載されており、携帯電話回線やインターネッ

ト回線が不安定になる災害時においても、安定した通信環境を確保できる点が大きな特長です。能登地震や熊本

地震などの災害では、道路の寸断に加え、通信障害が医療活動の大きな課題となりました。医療 MaaS 車両は、

通信手段を確保したうえで医療活動を行える可能性があり、情報共有や関係機関との連携を支える重要な役割が

期待されています。

　YMAT では、医療 MaaS 車両を災害対応の重要なツールとして位置づけ、運用方法や関係機関との連携体制

の検討を進めています。病院は治療の場であると同時に、地域の安心を支える拠点でもあります。災害時にも可

能な限り医療を止めないため、設備・人員・移動手段・通信手段を含めた総合的な備えが欠かせません。

　防災は病院だけでなく、地域全体で取り組むことが重要です。ご家庭でも、非常用持ち出し袋の準備、避難場

所や連絡方法の確認、服用中のお薬の情報整理など、日頃からの備えを心がけましょう。杵築市立山香病院では、

YMAT の活動と医療 MaaS 車両の活用を通じて、今後も地域の皆さまが安心して暮らせる医療体制づくりに取

り組んでまいります。

＊DMAT（災害派遣医療チーム）は、厚生労働省を中心に制度化され、都道府県が指定・運用する災害医療の専門チームです。

大規模災害発生時には、DMAT指定医療機関に所属する医師や看護師などが、被災地へ派遣され、急性期医療を担います。

　令和 7 年 12 月 2 日、杵築市立山香病院は、東洋羽毛工業株式会社様より車椅子

の寄贈を受けました。

　ご寄贈いただいた車椅子は、外来患者様や入院患者様の移動支援をはじめ、院

内での療養環境の充実に大いに役立てさせていただきます。地

域医療を支える当院の取り組みにご理解とご支援を賜りました

ことに、職員一同、心より感謝申し上げます。今後も地域の皆

さまに信頼され、安心して利用していただける病院を目指し、

より良い医療・看護サービスの提供に努めてまいります。

東洋羽毛工業株式会社様より車椅子の寄贈をいただきました

特集  杵築市立山香病院の災害対策について


